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１．はじめに

意見交換テーマ「グリーンスローモビリティ活用」ご提示の背景
本業務の企画提案型プロポーザルへの応募に際し、弊社より仕様書要求事項外である「グリーンスローモ
ビリティ活用」に関する付加提案をしておりました。本提案に関する背景を以下のとおりお示しさせていただ
くとともに、グリーンスローモビリティ活用可能性に関する意見交換をお願いできますと幸いです

本業務の企画提案型プロポーザルにてご提示の付加提案内容
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２．グリーンスローモビリティの概要
グリーンスローモビリティとは、①時速20km未満で公道を走ることができる②電動車を活用した③小さな移
動サービスです

出典：国土交通省「グリーンスローモビリティ概要」
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（参考）グリーンスローモビリティ購入補助対象車両 ①4人乗り

購入費補助の対象となるグリーンスローモビリティ車両は、現時点では全12車両が予定されています。以
下では、４人乗り３タイプを紹介します(R6年度補助金対象車両＜R7年度は未定＞)

出典：地域循環共生社会連携協会「令和６年度 グリーンスローモビリティ導入促進事業 」

車名 AR-04 HIC-531・CARRYECO5M-ZL LSV-4

メーカー ヤマハ発動機株式会社 エナジーシステムサービスジャパン株式会社 株式会社モビリティワークス

イメージ

定員 4名 4名 4名

区分 軽自動車 軽自動車 軽自動車

価格 2,290,000円(2021年時点) 3,030,000円(2021年時点) 価格非公表

その他
必要費用

その他、
⚫ ナンバープレート登録費用(登録書類作成、地方運輸局との調整・旅費、車検等を含む)

• 登録諸費用(各種自動車税・登録料)

• 安全運転講習費
⚫ 車両輸送費 が必要です。
各メーカーにお問い合わせいただき、その額を国土交通省に連絡してください。

※価格が古いものや非公表のものについては、販売者への問い合わせが必要となります。
また、価格にエンクロージャー(雨除けの囲い)等オプション分がが含まれていませんので、ご留意ください。

https://rcespa.jp/r06-gurisuro/r06-gurisuro-no1/r06-gurisuro-no1-adopt
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（参考）グリーンスローモビリティ購入補助対象車両 ②5~6人乗り

購入費補助の対象となるグリーンスローモビリティ車両は、現時点では全12車両が予定されています。以
下では、5~6人乗り３タイプを紹介します(R6年度補助金対象車両＜R7年度は未定＞)

車名 AR-05 TAJIMA-NAO2-6J TAJIMA-NAO-6J

メーカー ヤマハ発動機株式会社
株式会社タジマモーター

コーポレーション
株式会社タジマモーター

コーポレーション

イメージ

定員 5名 6名 6名

区分 小型自動車 小型自動車 普通自動車

価格 2,600,000円(2021年時点) 8,976,000円 4,480,000円

その他
必要費用

その他、
⚫ ナンバープレート登録費用(登録書類作成、地方運輸局との調整・旅費、車検等を含む)

• 登録諸費用(各種自動車税・登録料)

• 安全運転講習費
⚫ 車両輸送費 が必要です。
各メーカーにお問い合わせいただき、その額を国土交通省に連絡してください。

※価格にエンクロージャー(雨除けの囲い)等オプション分がが含まれていませんので、ご留意ください。

出典：地域循環共生社会連携協会「令和６年度 グリーンスローモビリティ導入促進事業 」

https://rcespa.jp/r06-gurisuro/r06-gurisuro-no1/r06-gurisuro-no1-adopt
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（参考）グリーンスローモビリティ購入補助対象車両 ③7~8人乗り

購入費補助の対象となるグリーンスローモビリティ車両は、現時点では全12車両が予定されています。 以
下では、7人乗り2タイプと8人乗り1タイプを紹介します(R6年度補助金対象車両＜R7年度は未定＞)

車名 AR-07 eCOM-4 TAJIMA-NAO-8J

メーカー ヤマハ発動機株式会社 株式会社シンクトゥギャザー
株式会社タジマモーター

コーポレーション

イメージ

定員 7名 7名 8名

区分 小型自動車 小型(ソーラー有)・普通(ソーラー無) 普通自動車

価格 3,450,000円(2021年時点) 14,300,000 円(ソーラー:別途396,000円) 4,980,000円

その他
必要費用

その他、
⚫ ナンバープレート登録費用(登録書類作成、地方運輸局との調整・旅費、車検等を含む)

• 登録諸費用(各種自動車税・登録料)

• 安全運転講習費
⚫ 車両輸送費 が必要です。
各メーカーにお問い合わせいただき、その額を国土交通省に連絡してください。

※価格が古いものや非公表のものについては、販売者への問い合わせが必要となります。
また、価格にエンクロージャー(雨除けの囲い)等オプション分がが含まれていませんので、ご留意ください。

出典：地域循環共生社会連携協会「令和６年度 グリーンスローモビリティ導入促進事業 」

https://rcespa.jp/r06-gurisuro/r06-gurisuro-no1/r06-gurisuro-no1-adopt
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（参考）グリーンスローモビリティ購入補助対象車両 ④8～10人乗り

購入費補助の対象となるグリーンスローモビリティ車両は、現時点では全12車両が予定されています。以
下では、8人乗りは1タイプ、10人乗り2タイプを紹介します(R6年度補助金対象車両＜R7年度は未定＞)

車名 TAJIMA-NAO2-8J TAJIMA-NAO-10J eCOM-8²

メーカー
株式会社タジマモーター

コーポレーション
株式会社タジマモーター

コーポレーション
株式会社シンクトゥギャザー

イメージ

定員 8名 10名 10名

区分 普通自動車 普通自動車 普通自動車

価格 9,878,000円 5,980,000円 22,000,000 円

その他
必要費用

その他、
⚫ ナンバープレート登録費用(登録書類作成、地方運輸局との調整・旅費、車検等を含む)

• 登録諸費用(各種自動車税・登録料)

• 安全運転講習費
⚫ 車両輸送費 が必要です。
各メーカーにお問い合わせいただき、その額を国土交通省に連絡してください。

※価格にエンクロージャー(雨除けの囲い)等オプション分が含まれていませんので、ご留意ください。

出典：地域循環共生社会連携協会「令和６年度 グリーンスローモビリティ導入促進事業 」

https://rcespa.jp/r06-gurisuro/r06-gurisuro-no1/r06-gurisuro-no1-adopt


© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 9

３．グリーンスローモビリティ導入の有用性
油津地区の周遊プランにおける新たな移動手段として、「安全・安心面」や、「運用・経済面」、「付加価
値の創出」の三つの観点から、グリーンスローモビリティの導入が有効であると考えます

グリーンスローモビリティ導出の視点

安全・安心面 運用・経済面 付加価値の創出に寄与

◼ ゴルフカートタイプは通常

の乗用車の役8割の大き

さと小型のため狭い道幅

でも安全に走行可能

◼ 時速20㎞未満で走行す

るため安全性が高い

◼ ガソリン車より部品数が少

ないため、故障が少なく、

メンテナンスが容易

◼ 無償での運行かつ定員10名以下

の車種は普通免許での運行が可

能※であり、運転士の確保が容易

◼ 家庭用コンセントでの充電が可能

なため、ガソリンスタンドまで行く

必要がない

◼ ガソリン価格変動の影響を受けず、

維持コストは普通乗用車と同等

程度（車検・自動車税等）

◼ 特定の車種には自動走行機能が

内蔵されており、将来的に自動走

行への転用が可能

◼ 移動手段の確保にとどまらず、

「乗って楽しい」「乗りたくなる」モビ

リティとして、新たな観光資源として

の役割に期待できる

◼ 将来的には、堀川運河周辺地域

の回遊性向上や、周辺拠点への

来訪者誘導を担うことが期待される

◼ 電動かつ低速走行のため、地域の

CO₂排出量を大幅に削減可能

※11人乗り以上の車両は大型免許又は中型免許、有償での運転の場合は第二種運転免許等の保有が求められる。
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４．グリーンスローモビリティ導入支援となる補助金制度
現在、環境省によるグリーンスローモビリティの導入を対象とした補助金制度が設けられており、補助事業の
要件を満たした上で対象補助事業者に選定されると、対象経費の1/2の補助が適用されます

グリーンスローモビリティの導入を対象とする補助金制度

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（地域の公共交通×脱炭素化移行促進事業）

グリーンスローモビリティ導入促進事業

地域の公共交通の脱炭素化や、高齢者の移動手段確保・観光促進などの地域課題の解決のため、
「グリーンスローモビリティ」の導入を支援するための補助制度
◼ 所管省庁：環境省（国土交通省と連携して事業を実施）
◼ 対象車両：事前に登録済みの各種車種（軽自動車・小型・普通（乗車定員4～10人））
◼ 対象経費：車両、充電設備、脱炭素型地域交通モデル構築に必要なシステム・設備 等
◼ 補助割合：補助対象経費の1/2※

◼ 補助対象：民間企業、地方公共団体、一般社団法人等
◼ 公募期間：令和７年度は令和７年６月19日（木）から４週間程度を予定。※2

◼ 補助事業の要件（例）：CO₂排出の削減効果が定量的に示されている、地域交通の脱炭素
化のみならず、観光振興等の他の地域課題を同時解決する事業である、等

※補助金交付額の上限は導入台数１台当たり300万円、補助事業期間は原則2年度以内
※2 環境省では当該事業について令和５年度（2023年度）から令和9年度（2027年度）まで行う予定とされているが、予算は毎
年度審議されるため、次年度以降の予算が確保されなかった場合は、補助事業が行われない可能性がある。
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５．グリーンスローモビリティ導入事例（有償運行）
鳥取県倉吉市
倉吉市では、2025年春の鳥取県美術館の開館を見据え、周遊滞在エリアで「観光客の利便性」と「地
域住民の暮らし良さ」の向上を図る観光まちづくりの一環としてグリーンスローモビリティを導入、実証実験を
実施、2025年7月から本格運用開始予定です

出典：倉吉市ホームページ

名称 U-MO（ウーモ）・くらよし楽モビツアー

運行事業者 日本交通株式会社

運行ルート
①歴史的建造物群を巡るコース【ガイド付き】
②花と緑のグルメコース【ガイド付き】
③子どもと巡るファミリーコース

運賃
【有償運行】
１人500円（ガイド料1,000円）

運行開始
2024年11月9日（土）～2024年11月28日（木）
2024年12月5日（月）～2024年12月13日（金）

運行日時 木・金・土・日 9：00～16：00

乗客人数 6人（ガイド付きコースは5名）

その他

• 他にも地域住民向け、コース内のどこでも乗降可能な買い
物コース、まちなか散策コースを月曜日～水曜日で1人
500円にて実施

• 国土交通省の「令和6年度共創・MaaS実証プロジェク
ト」及び鳥取県の「令和6年度鳥取型地域交通MaaS推
進事業」のモデル事業

https://www.city.kurayoshi.lg.jp/secure/9274/%E6%89%93%E5%90%B9%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8B%E3%83%A2%E3%83%93%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%81%E3%83%A9%E3%82%B7.pdf
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５．グリーンスローモビリティ導入事例（無償運行）
岡山県高梁市
高梁市では、対象エリアを30分程度で大きく循環するコースや、特徴的な街並みを散策する小さく循環す
るコースで運行しています。小学校の元校長先生や、移住してきた若い女性、スクールバスの現役運転手
など、地元のコミュニティがドライバーの担い手になっていることが特徴です

名称
The Japan Red GSM（たかはしグリーンスローモビリ
ティ）

運行事業者 高梁市・株式会社備中屋（運行リーダー）

運行ルート
①町並み・広兼邸ルート（時刻表通り運行）
②観光周遊コース（周遊区間は乗降自由、“手をあげて”

運転手に知らせる）

運賃
【無償運行】
無料

運行期間
2025年3月15日（土）～2025年3月30日（日）
• 2021年から実証実験開始
• 2023年4月本格運行

運行日時 土・日・祝日 11：00～15：30

乗客人員 6人

その他

• 実証実験時は市街地での「移動支援」を目的にしてい
たところ、利用者が伸び悩み、「観光地周遊」に特化した

• 運行は地元企業が担い、運転手のシフト調整なども行う
• ドライバーは元校長先生、ブドウ農家、移住者、市役所

OBなど地元コミュニティで運営
• 空席情報をリアルタイムで確認できるアプリも導入

出典：高梁市ホームページ、ヤマハ発動機株式会社ホームページ

https://www.city.takahashi.lg.jp/uploaded/life/61163_203649_misc.pdf
https://www.yamaha-motor.co.jp/gsm/travelogue/story-01.html
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参考 グリスロにより観光客自身が周遊する実証実験例
宮崎県高千穂町
高千穂町では定番スポットへの一極集中解消、地域全体への回遊促進、地域全体の価値向上などを目
的に実証実験を実施しています

名称 MEGUReMo TAKACHIHO（メグリモ高千穂）

運行事業者 高千穂町観光協会

運行ルート
王道コース（高千穂神社・高千穂峡・荒立神社等）
絶景コース（高千穂三橋・高千穂峡・高千穂神社等）
他2コース

運賃

ランドカー (4人乗り)
19,500円
リモート観光ガイド料金込み

トヨタ超小型EV (2人乗り)
10,500円
リモート観光ガイド料金込み

運行期間 2024年2月1日（木）～2024年2月28日（水）

その他
リモートガイド：高千穂町観光協会スタッフ
モビリティに設置されたモニター越しでガイドと会話し周遊

出典：メグリモ高千穂 ホームページ
トヨタ・コニック・プロ株式会社ホームページ4人乗り 2人乗り

https://meguremo-takachiho.jp/
https://toyotaconiq-pro.co.jp/activities/1520/
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